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4 はかりの調整 

4-1  はかりを調整する
スパン調整とは、表示値と真の値 ( 質量 ) 間の差を減少させることです。高精度の計量作業を行う場合、
必ず行ってください。 
電子はかりは重力加速度の影響を受けるため、使用する場所ごとに調整を行います。また長期間経過後
や正確な表示にならない場合なども調整が必要です。 
スパン調整は、分銅を使用しての調整（外部分銅によるスパン調整）です。

スパン調整は、はかりの電源を入れて 30 分以上経ってから行ってください。

● ひょう量の 50% 以上の校正用分銅を使用してください。 より正確にする場
合は、ひょう量と同じ分銅を使用してください。 

● 校正用分銅についてのお問い合わせ、ご注文はご購入いただいた販売店ま
たは弊社営業部までご連絡ください。

1 ファンクション設定モードにします
（「2-6 ファンクションの基本操作」参照）  

［Function］キーを長押しして「Func」が表示
されたら離します。

2 「外部分銅によるスパン調整」を選択します ［Function］キーを数回押して「8. CA.」を選択
します。 
［Tare］キーを数回押して「8. CA. 3」を選択し
ます。 

3 設定して測定モードに戻ります ［Set］キーを押します。 
設定を記憶し、測定モードに戻ります。 

4 スパン調整を開始します ［Cal］キーを押します。 
「CAL.EXt」と表示します。 
表示が「on 0」の点滅に変わります。

5 分銅を計量部に載せます 表示が「on F.S.」になったら分銅を計量部に
載せます。 
表示が「Push F」になる場合は、分銅を載せ終
えたら［Function］キーを押します。
表示が「on F.S.」の点滅に変わります。 

6 スパン調整の終了 

スパン調整が終了すると「End」を表示し、測定モードに戻ります。 
● 「1-Err」の表示は、ひょう量の 10% 以下の分銅を使用している場合です。 
● 「2-Err」の表示は、表示誤差が 1.0% を超えているか、故障が発生した場合です。 
● エラーメッセージを表示した場合は、校正を行いません。 
● エラーメッセージの表示の時に［Function］キーを押すと測定モードに戻ります。 
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5 機能の設定 

5-1  2つの表示単位を切り替えて使う
あらかじめ設定した 2 つの単位（単位 A、単位 B）を切り替えて使うことができます。 

単位 A は、すべてのはかりモードで使えます。単位 B は、重量はかりモードでのみ
使用できます。各単位のひょう量と最小表示は、「付録 3 仕様」をご覧ください。

1 ファンクション設定モードにします
（「2-6 ファンクションの基本操作」参照）  

［Function］キーを長押しして「Func」が表示
されたら離します。

2 単位 Aを設定します ［Function］キーを数回押して、「Cl.u.A」を選
択します。 
［Tare］キーを押して次の番号から単位を選択
します。 
    1：g／ 2：kg 
単位 Aだけを設定する場合は、ここで［Set］
キーを押して設定を記憶します。 

3 単位 Bを設定します ［Function］キーを数回押して、「C3.u.b」を選
択します。 
［Tare］キーを押して次の番号から単位を選択
します。 
    0：単位設定なし／ 1：g／ 2：kg 

4 設定を記憶させます ［Set］キーを押します。 
重量表示に戻ります。 

5 単位 Aと単位 Bを切り替えます 計量中に［Function］キーを押す度に、
単位 A→単位 A（グロス）→単位 Bと切り替
わります。

各単位の表示・記号について
は、「1-6 表示画面の見かた」を
ご覧ください。 
AZ-B150K 及び AZ-B450K では
g の選択はできません。 
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5-2 最小表示を設定する

最小表示を設定します。最小表示が粗くなるほど外部からの影響が小さくなり、また、安定するまで

の時間が短くなります。最小表示は、単位ごとに異なります。 

■最小表示設定一覧

※AZ-B150K、AZ-B450K の単位は㎏のみです。

※ 最小表示は 50 トビ以上は粗くなりません。

1 ファンクション設定モードにします
（「2-6 ファンクションの基本操作」参照）  

［Function］キーを長押しして「Func」が表示
されたら離します。

2 最小表示を選択します ［Function］キーを数回押して、「C2.ｄ.A」を
選択します。 
［Tare］キーを押して 1～ 5で選択します。

3 設定を記憶させます ［Set］キーを押します。 
重量表示に戻ります。

単位 B の最小表示値を設定する場合は、手順 2 で「C4.d.b」を選択します。 

単位 A、単位 B に同じ単位を設定し異なる最小表示を設定することで、単位 A、B を
最小表示切り替えに使うことができます。 

設定値 AZ-B6000 AZ-B30K AZ-B60K AZ-B150K AZ-B450K
g kg g kg g kg kg kg

1 1 0.001 5 0.005 10 0.01 0.02 0.1
2 2 0.002 10 0.01 20 0.02 0.05 0.2
3 5 0.005 20 0.02 50 0.05 0.1 0.5
4 10 0.01 50 0.05 50 0.1 0.2 1
5 20 0.02 50 0.1 50 0.2 0.5 2
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5-3 容器（風袋）の重さを記憶する

電源オン時に、記憶してある重さで風袋引きを行います。計量皿に風袋と計量物を載せたまま電源を
オン／オフする場合に使用します。 

風袋と計量物を載せたまま長期間経過すると、誤差が大きくなります。定期的に風袋
引きを実行してください。 

1 ファンクション設定モードにします
（「2-6 ファンクションの基本操作」参照）  

［Function］キーを長押しして「Func」が表示
されたら離します。

2 風袋記憶を設定します ［Function］キーを数回押して、「L.tArE」を選
択します。 
［Tare］キーを押して「1」を選択します。

3 設定を記憶させます ［Set］キーを押します。 
重量表示に戻ります。 

4 風袋の重さを記憶させます 重さを記憶する容器（風袋）を載せて、風袋引
きを実行します。 
風袋引きを行うたびに、重さの記憶は更新され
ます。
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5-4 プリセット風袋引きを利用する

風袋量を入力し、事前に風袋引きをします（プリセット風袋引き）。 

重量はかりでご使用ください。 

1 ファンクション 3設定モードにします ［Tare］キーを長押しし、「Func3」と表示
したらキーを離します。 
「1.Pt」の表示になります。 

2 「プリセット風袋引き  有り」に設定します  ［Tare］キーを押して、「1.Pt」を「1」のプリ
セット風袋引き有りに設定し、［Set］キーを押
します。 
記憶しているプリセット風袋量が点滅します。 
プリセット風袋量表示中は「   」マークが
点灯・点滅します。 

3 プリセット風袋量を入力します 次の手順でプリセット風袋量を入力します。 

①［Tare］キーを押します。 
最下位桁が点滅します。 

②［Tare］キーを押して数値を選択します。
キーを押すごとに数値が 0～ 9と変わります。 

③［Function］キーを押すと設定桁（点滅桁）
が左に移動します。 
最上位桁の次が最下位桁が設定桁となります。 

④［Set］キーを押してプリセット風袋量を記
憶します。 

設定値が一時表示されます。

4 測定モードに戻ります 測定モードに戻ります。 
設定したプリセット風袋量を引いた質量を表示
します。 
「  」マークが点灯します。 

5 プリセット風袋引きを解除します  手順 1の操作を行い、「1.Pt」の項目を表示し
ます。 
［Tare］キーを押して、「1.Pt 0」に設定し、
［Set］キーを押します。 
測定モードに戻り、プリセット風袋引きが解除
となります。  
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● プリセット風袋引きを行った後で［Tare］キーを押して風袋引きを行うことはで
きません。 

● 風袋引きを行った場合、プリセット風袋量の設定、変更やプリセット風袋引きの
動作はできません。プリセット風袋量の設定などを行う場合は風袋量をクリアし
てください（「2-3 容器 ( 風袋 ) を使ってはかる」参照）。 

● 総量を表示しているときはプリセット風袋量の設定、変更はできません。 

正味量の表示にしてから操作を行ってください（「2-5 測定物と容器の合計を表示
する」を参照）。 

● プリセット風袋量をゼロに設定した場合、「1.Pt」項目の設定が「1.Pt 0」となり
ます。 

● 「r-Err」と表示するのはプリセット風袋量がひょう量を超えた時です。プリセッ
ト風袋量はひょう量以下に設定してください。 

● 電源を入れ直すとプリセット風袋引きは解除（「1. Pt 0」）になります。 

● プリセット風袋引きを使用している時にプリセット風袋引き後のデータを出力す
る場合は、データに続いてプリセット風袋量も出力します。（特殊フォーマット

「6. I.F. 4」を選択した場合はプリセット風袋量は出力しません） 

● 手順 3 ①～③は、方向キーで行うこともできます。
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5-5 オートバックライトオフの設定

計量モードのまま一定時間放置すると、自動的にバックライトが消灯します。

1 ファンクション設定モードにします
（「2-6 ファンクションの基本操作」参照）  

［Function］キーを長押しして「Func」が表示
されたら離します。

2 オートバックライトオフを設定します ［Function］キーを数回押して、「b.A.b.」
を選択します。 
［Tare］キーを押して「1」を選択します。

3 設定を記憶させます ［Set］キーを押します。 
重量表示に戻ります。

次のような場合は、オートバックライトオフ機能は動作しません。 

● 各種ファンクション機能を設定している場合。 

● 計量皿に物が載っていて表示が安定していない場合。 

計量皿に物を載せたり、キーを操作すると自動的にバックライトが点灯します。 
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5-6 ID番号を設定する
スパン調整の正常終了結果を、データロガーに記録することができます。 
この時、一緒に記録される ID 番号を設定します。 
同一機種をご使用の場合などに、お客様が管理しやすい番号を付けることができます。 
ID 番号を設定しているときは、表示部左上の「 」が点灯します。 

ID 番号は、最大 6 桁まで設定できます。使用できる文字は次の通りです。 
スペース（空白）、0 ～ 9、A ～ F、－

1 ファンクション 2設定モードにします ［Tare］キーを押しながら［Function］キーを
押し、「Func2」が表示されたら離します。 
ファンクション 2設定モードになり「1.Id 0」
が表示されます。 

2 ID番号設定モードにします ［Tare］キーを押して「1」を選択し、
［Function］キーを押します。 

3 ID番号を入力します 次の手順で、ID 番号を入力します。 
①［Tare］キーを押します。 左端の桁が点滅し
ます。 
②［Tare］キーを押して文字を選択します。
キーを押すごとにスペース、0～ 9、A～ F、
－と切り替わります。 
③［Function］キーを押すと次の桁が点滅
します。 

手順②、③を繰り返して ID 番号を入力し
ます。 

4 ID番号を記憶させます ［Set］キーを押します。 
「2.ArE.」に変わります。もう一度、［Set］
キーを押すと重量表示に戻ります。 

ID 番号は方向キーで入力することもできます。

+
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5-7 はかりの安定度を改善する

はかりが安定した状態のときは表示器左上に「○」が点灯します。 

数値がチラついたり、安定表示が点滅する場合は、はかりが風や振動などの影響を受けています。この
ような場合、設定を変更することで、安定度を改善することができます。 

ファンクション設定の「安定判別幅（4A.S.h.）」「安定判別回数（4b.S.C.）」「応答速度（移動平均回数）
（5A.r.E.）」「重量更新間隔（5b.ti.）」「応答速度（信号処理）（5C.Fr.）」で、大きい数値を設定するほど
安定度が改善します。また、ゼロ点のチラつきを改善するには、オートゼロ （3.A.0）のオン / オフを
切り替えます。 

●各機能の設定値と風や振動の影響の関係
風や振動の

影響
安定判別幅 安定判別回数

応答速度
（移動平均回数）

重量更新間隔
応答速度

（信号処理）
オートゼロ

小さい
｜

大きい

1 
｜
8 

1 
｜
6 

0 
｜
4 

1 
｜
4 

1 
｜
4 

0（オフ）
1（オン）

各機能とも、風や振動の影響が小さい場合は、0 ～ 2 を設定してください。 

影響が大きい場合に、3 ～ 8 を設定します。 

1 ファンクション設定モードにします
（「2-6 ファンクションの基本操作」参照）  

［Function］キーを長押しして「Func」が表示
されたら離します。

2 各機能を選択します  ［Function］キーを数回押して機能を選択しま
す（上表参照）。 
  4A.S.h. ＝安定判別幅 
  4b.S.C. ＝安定判別回数 
  5A.r.E. ＝応答速度（移動平均回数） 
  5b.ti. ＝重量更新間隔 
  5C.Fr. ＝応答速度（信号処理） 
  3.A.0. ＝オートゼロ 

3 設定値を選択します ［Tare］キーを押して、各機能の設定値を
選択します（上表参照）。 

4 設定を記憶させます ［Set］キーを押します。 
重量表示に戻ります。 
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5-8 キーコントロール

キーの誤動作を防ぐため、キーが効かないように設定できます。 

1 ファンクション設定モードにします
（「2-6 ファンクションの基本操作」参照）  

［Function］キーを長押しして「Func」が表示
されたら離します。

2 「キーコントロール」を設定します ［Function］キーを数回押して「7. P.c.」
を選択します。 
［Tare］キーを押して設定値を選択します。
 1：全キーが働かない （［Function］キー長押
し、on/off キーのみ動作する） 
 2：全キーが働く 

3 設定して測定モードに戻ります ［Set］キーを押します。 
設定を記憶し、測定モードに戻ります。 
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5-9 ロガー識別 IDを設定する

専用フォーマット 2 に設定した場合に付加するロガー識別用 ID を設定します。専用フォーマット 2 は
データロガー（DLZ-200）で使用する出力フォーマットです。 

ロガー識別 ID は 2 桁で、00 ～ 99 の設定ができます。初期値は 00 です。 

1 ファンクション 2設定モードにします ［Tare］キーを押しながら［Function］キーを
押し、「Func2」が表示されたら離します。 
ファンクション 2設定モードになり「1.Id 0」
が表示されます。 

2 「ロガー識別 ID」を設定します  ［Function］キーを数回押して「3.L.Id」を選択
します。 
［Tare］キーを押して「3.L.Id 1」を選択しま
す。 

3 ロガー識別 IDを入力します 次の手順で、ロガー識別 ID を入力します。
①［Tare］キーを押します。 最上位桁が点滅し
ます。 
②［Tare］キーを押して数値を選択します。
キーを押すごとに値が変わります。 
③［Function］キーを押すと設定桁（点滅桁）
が右に移動します。最下位桁の次は最上位桁が
設定桁となります。 
④［Set］キーを押してロガー識別 ID を記憶し
ます。 

4 測定モードに戻ります ［Set］キーを押し、測定モードに戻ります。 

ロガー識別 ID 番号は方向キーで入力することもできます。

+
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6 外部機器への出力 
はかりの測定データ、校正結果及び測定の結果は、IR 通信を使って別売のデータロガーに
ISO/GLP/GMP 対応形式で出力することができます。

■対応機種

「本質安全防爆型データロガー」（型式 DLZ-200）

はかりの通信条件は以下になっています。

　■数値 6,7 桁フォーマット及び特殊フォーマット：

　　ボーレート 9600bps、パリティ無し、データ長 8 ビット、ストップビット 2 ビット

　■専用フォーマット 1 及び専用フォーマット 2：

　　ボーレート 9600bps、パリティ偶数、データ長 8 ビット、ストップビット 2 ビット

データロガーをお使いの場合は、データロガーの通信条件をはかりに合わせてお使いください。 

データロガー対応出力 ( 双方向通信 ) でご使用の場合、データ出力中は「outPut」と、データロガーで
データを記憶できた場合は「Fin.」と表示します。 

6-1 測定データを出力する

特殊フォーマットは、データロガー（DLZ-200）でご使用できません。

詳しくはデータロガーの取扱説明書を参照してください。 

1 ファンクション設定モードにします
（「2-6 ファンクションの基本操作」参照）  

［Function］キーを長押しして「Func」が表示
されたら離します。 

2 「インターフェース」を選択します ［Function］キーを数回押して「6 .I .F 」を選択
します。 
［Tare］キーを押して下記いずれかの設定値を
選択します。
    1：数値 6 桁フォーマット 
    2：数値 7 桁フォーマット 
    5：専用フォーマット 1 
    6：専用フォーマット 2 
データロガー側の「IR ﾌｫｰﾏｯﾄ」の設定値をこ
れに合わせます。 
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3 「出力コントロール」を選択します ［Function］キーを数回押して「61.o .c 」を選
択します。 
［Tare］キーを押して下記いずれかの設定値を
選択します。
    1：連続出力 
    2：安定時連続出力 
    3：Print キー押下時 1 回出力 
    4：安定時 1 回自動出力 
    5：安定時 1 回出力、非安定時出力停止
    6：安定時 1 回出力、非安定時連続出力
    7：Print キー押下後安定時 1 回出力 
(ここでは、一例として「7」を選択します。)

4 「データロガー対応出力」を選択します ［Function］キーを数回押して「69.d .o 」を選
択します。 
［Tare］キーを押して下記いずれかの設定値を
選択します。
    0：外部機器への出力（単方向通信） 
    1：データロガー対応出力（双方向通信）
データロガー側の「IR ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰﾀｲｵｳ」の設定
値をこれに合わせます。 

5 設定を記憶させます ［Set］キーを押します。 
重量表示に戻ります。 

6 データロガーの通信窓をはかりの通信窓に接近さ
せます

データロガーをホルダ (取付金具 )にセットす
るか、取付金具を使用しない場合は、はかりと
本製品の通信窓を 0～ 5cm 程度離して向かい
合わせてご使用ください。

7 出力します ［Print］キーを押すと、データロガーに結果が
出力されます。 
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6-2 はかり校正結果を出力する

1 ファンクション設定モードにします
（「2-6 ファンクションの基本操作」参照）  

［Function］キーを長押しして「Func」が表示
されたら離します。 

2 「ISO/GLP/GMP」を選択します ［Function］キーを数回押して「E.GLP」を選
択します。 
［Tare］キーを押して「1」を選択します。

3 「校正結果の出力」を選択します ［Function］キーを数回押して「E1.out」を選
択します。 
［Tare］キーを押して「1」を選択します。

4 設定を記憶させます ［Set］キーを押します。 
重量表示に戻ります。 

5 はかりの校正を実行します 校正が正常終了すると、結果が出力されます。 
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6-3 ヘッダー /フッターを出力する

（事前に、「6-1 測定データを出力する」を参照して、［Print］キーを押してデータロガーに 結果を出力
できるように設定しておきます。）

1 ファンクション設定モードにします
（「2-6 ファンクションの基本操作」参照）  

［Function］キーを長押しして「Func」が表示
されたら離します。 

2 「ISO/GLP/GMP」を選択します ［Function］キーを数回押して「E.GLP」を選
択します。 
［Tare］キーを押して「1」を選択します。

3 「測定データ」を選択します  ［Function］キーを数回押して「E2.od」を選択
します。 
［Tare］キーを押して「1」を選択します。

4 設定を記憶させます ［Set］キーを押します。 
重量表示に戻ります。 

5 出力します ・［Print］キーを長押しすると、ヘッダーが出
力されます。 

・測定中に［Print］キーを押すと、結果が出力
されます。 

・測定が終了したら［Print］キーを長押ししま
す。フッターが出力されます。 

（長押し）
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6-4 正味量の出力データを区別する

データロガー（DLZ-200）にはかりのデータを記憶するとき、正味量の出力データを区別する 
（呼称を付ける）ことができます。 

データロガーをご使用になる場合は、「6 外部機器への出力」を参照してはかりの通信条件を設定してく
ださい。 

● 正味量の出力データに呼称を付ける場合には、専用フォーマット 1 或いは専用
フォーマット 2 を選択してください。他のフォーマットでは正味量の出力データ
に呼称を付けることはできません。 

● リミット機能を使用している場合は、正味量の出力データに呼称を付けることは
できません。 

● 正味量の出力データに呼称を付け、データロガーを介して専用プリンター
（CSP-160IR）をご使用になる場合は、プリンターの統計演算の機能をご使用に
なれません。

1 ファンクション 2設定モードにします ［Tare］キーを押しながら［Function］キーを
押し、「Func2」が表示されたら離します。 
ファンクション 2 設定モードになり「1.Id 0」
が表示されます。 

2 「正味量データに呼称をつける」を設定します ［Function］キーを数回押して「4.nEt」を選択
します。 
［Tare］キーを押して「4.nEt 1」を選択しま
す。 

3 測定モードに戻ります ［Set］キーを押し、測定モードに戻ります。

4 正味量を出力します 出力コントロールを「Print キーを押した後安
定時 1 回出力」に設定した場合は、［Print］
キーを押します。 
データ出力時に「  」マークが点灯します。 
正味量に呼称を付けて出力します。 

● 正味量については「2-5 測定物と容器の合計を表示する」、 「5-4 プリセット風袋
引きを利用する」を参照してください。 

● 正味量の出力データに呼称を付けない場合は、手順 2 の「4. nEt 」を 「4. nEt 0 」
に設定してください。 

+
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6-5 風袋量を出力する

1 ファンクション設定モードにします
（「2-6 ファンクションの基本操作」参照）  

［Function］キーを長押しして「Func」が表示
されたら離します。 

2 「 キーを押すと風袋量を出力」を選択します ［Function］キーを数回押して「n.tA.o.」を選
択します。 
［Tare］キーを押して「1」を選択します。

3 設定を記憶させます  ［Set］キーを押します。 
設定を記憶して、測定モードに戻ります。

4 風袋量を出力します 方向キーの を押します。押した時の風
袋量が出力されます。 
風袋量出力時には「  」マークが点灯しま
す。 

特殊フォーマット「6. I.F. 4」を選択した場合は風袋量は出力しません。
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7 こんなときには 

7-1 エラーメッセージ
メッセージ 原因 対処方法

o-Err

● 計測物の重さがひょう量を超
えています。

● 計測物を降ろし、数回に分けて測定してくだ
さい。

● 風袋を軽いものに取り替えてください。

● 計量皿に何も載っていない状態でもエラーが
消えない場合は、機構部の損傷が考えられま
す。ご購入いただいた販売店または弊社営業
部までご連絡ください。

● 加算結果または演算結果の桁
数がオーバーしました。

● 加算結果を一度クリアしてから、再度加算を
実行してください。

● 係数はかりの係数が小さすぎます。もっと大
きい係数を設定してください。

u-Err

● マイナス過重が下限を超えま
した。

● 計量皿やパンベースが正しくセットされてい
ない可能性があります。他に接触していない
かを含めて、点検してください。

● 計量皿やパンベースを正しくセットしてもエ
ラーが消えない場合は、機構部の損傷が考え
られます。ご購入いただいた販売店または弊
社営業部までご連絡ください。

1-Err
● 外部分銅によるスパン調整時

に、基準分銅がひょう量の 

50% を大きく下回っています。

● 外部分銅によるスパン調整時には、なるべく
ひょう量に近い質量を持った分銅をご使用く
ださい。

2-Err

● 外部分銅によるスパン調整時
に、表示誤差が 1.0% を超えま
した。または、故障が発生し
ました。

● 外部分銅によるスパン調整時には、正確な分
銅が載っているか、また分銅以外にものが
載っていないか確認し、再度スパン調整を実
行してください。

ｂ-Err

● 静電気やノイズの影響を受け
ました。

● 再度電源を入れてください。

● 再度このエラーになってしまう場合は、電気
部の損傷が考えられます。ご購入いただいた
販売店または弊社営業部までご連絡ください。

d-Err

● 静電気やノイズの影響を受け
ました。

● 再度電源を入れてください。

● 再度このエラーになってしまう場合は、電気
部の損傷が考えられます。ご購入いただいた
販売店または弊社営業部までご連絡ください。



－ 62 －

L-Err

● 個数はかりのサンプリング時、
またはパーセントはかりの基
準値記憶で、サンプル 1 個の
重さが軽すぎます。

● 「付録 3 仕様」で計数可能単重、パーセント限
界重量をご確認の上、もう少し重いサンプル
をご使用ください。

t-Err

● 加算操作で、二重加算が行わ
れました。

● 加算操作で、ゼロまたは設定
と逆の加算が行われました。

● 一度（計量皿から物を降ろし）表示をゼロに
してからものを載せ、加算操作を行ってくだ
さい。

● 表示が 0 または負の状態では、加算はできま
せん。計量物を載せてから加算を行ってくだ
さい。

E1-Err

● 重量センサからの入力があり
ません。

● 計量部と表示部とが接続され
ていません。

● 電池の容量が減少しています。

● 再度電源を入れ直してください。

● 計量部と表示部の接続を確認してください。

● 新しい電池と交換してください。

● 再度このエラーが発生する場合は、センサ部
の損傷が考えられます。ご購入いただいた販
売店または弊社営業部までご連絡ください。

E2-Err
● はかりが非安定なため、初期

化を完了できません。
● 振動や風の影響が考えられます。「1-2 設置上

の注意」を参照して、はかりの設置場所を変
更してください。

E4-Err ● 計量部の初期設定ができてい
ません。

● 計量部と表示部の接続を確認し、再度電源を
入れ直してください。

E5-Err

● 計量部と表示部との機種が異
なります。

● 計量部と表示部に貼付してある銘板の製番が
同じであることを確認してください。同じ製
番の計量部と表示部を接続し、電源を入れ直
してください。

S1-Err

● データロガー対応出力時に、
データロガーへのデータ出力
や GLP 出力が正しく行われて
いません。

● データロガーにデータが記憶
できませんでした。

● データロガーの設置がきちんとされているこ
とを確認してください。

● データロガーのデータ数を確認してください。
最大記憶数を超えている場合はデータを消し
てください。

S2-Err
● データロガー対応出力時に、

データロガーとの通信ができ
ませんでした。

● データロガーの設置がきちんとされているこ
とを確認してください。 

メッセージ 原因 対処方法
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7-2 トラブルシューティング

症状 原因 対応策
● 電源オンしても何も表

示されない
● 電池が空になった  ● 新しい電池に交換してください。

● 新しい電池に交換しても何も表示しない場合
は、本製品の電気部が故障している可能性が
あります。

● ご購入いただいた販売店または弊社営業部ま
でご連絡ください。

● 表示がチラつく ● はかりが、風や振動の影響
を受けている可能性がある

● 「5-7 はかりの安定度を改善する」を参照し
て、関連する機能の設定値を大きくしてみて
ください。

● 重量表示に誤差がある ● 長時間経過または使用地域
を変更した為、表示値が変
化した

● スパン調整を実行してください。

● アジャスタが浮き、水平が
正しく調整されていない

● 水平状態を確認してください。

● 風袋引きされている、また
は、されていない

● 一度計量皿から物を降ろし、［Tare］キーを
押して表示をゼロにしてから測定してくださ
い。

● 調整後も誤差がある ● 調整中に風や振動などの影
響を受けた

● 振動や風の影響が考えられます。「1-2 設置
上の注意」を参照して、対策を行うか、はか
りの設置場所を変更し、再度調整を実行して
ください。

● 調整に使用した分銅と、確
認に使用した分銅の質量が
微妙に違う

● 調整と確認には、同じ分銅をご使用くださ
い。

● 「M」点滅のままになる
（［Tare］キー押下時、
個数はかりサンプリン
グ時など）

● 風や振動の影響を受けてい
る

● 振動や風の影響が考えられます。「1-2 設置
上の注意」を参照して、対策を行うか、はか
りの設置場所を変更してください。

● 出力ができない ● 出力に関するファンクショ
ン設定がお客様の意図した
とおりではない

● 外部機器と通信条件が一致
していない

● 各機器の取扱説明書を参考にして、はかりと
外部機器との通信条件を合わせます。

● 購入時の設定に戻した
い

● ● 本製品を初期状態に戻すことができます
（「7-3 初期状態に戻すには」参照）。

● ひょう量まではかるこ
とができない

● 風袋引きになっている
（Net マークが点灯してい
る）

● 風袋引きをすると計量可能範囲が狭くなりま
す（「2-3 容器 ( 風袋 ) を使ってはかる」参
照）。

● 計量部の上から風袋を取り除き、電源を入れ
直してください（「2-1 電源の入・切と動作
確認」参照）
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7-3 初期状態に戻すには

次の手順で、はかりの設定を初期状態に戻すことができます。 

1 ファンクション 2設定モードにします ［Tare］キーを押しながら［Function］キーを
押し、「Func2」が表示されたら離します。 
ファンクション 2 設定モードになり「1.Id 0」
が表示されます。 

2 ファンクション初期化を設定します ［Function］キーを数回押して「5. ini.」を選択
します。 
［Tare］キーを押して「1」を選択します。

3 設定を記憶させます ［Set］キーを押します。 
重量表示に戻ります。 

ファンクション設定がすべて初期状態に戻り、ID 番号、リミット値、個数、パーセン
ト、係数、比重等のデータもすべて破棄されます。

現状を復元することができなくなります。必要なファンクション設定は、操作前にメ
モ等に記録しておいてください。

+
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7-4 お手入れの仕方

本製品のお手入れをする場合は、次の点に留意してください。
 

■お手入れ方法

本体は、乾いた柔らかい布で拭いて汚れを落とします。 

汚れがひどい場合は、中性洗剤や溶剤を少量含ませた布で拭いてください。 

■汚れがひどい場合は

汚れがひどい場合などは、計量皿や表示部を取り外して清掃します。 

本体に水をかけないでください。

計量皿や表示部以外の部品を取り外すと、本体の機能が損なわれ、故障の原因となり
ます。
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付録 

付録 1 ファンクション設定一覧

★がついている項目が初期設定です。 



－ 67 －



－ 68 －



－ 69 －



－ 70 －

付録 2 測定モード一覧

各はかりモードでは、［Function］キーを押すごとに機能表示を切り替えることができます。表示できる
機能は、モードにより異なります。また、各機能で同時に使える付加機能も異なります。

■単位 A、単位 B については「5-1 2 つの表示単位を切り替えて使う」を参照してください。

はかり種類
［Function］キーを押すごとに

切り替えられる機能表示
各機能で使える
付加機能 備考

切替順 機能表示 使用単位 表示記号 加算 リミット

重量はかり

1  重量測定 単位 A 〇 〇

2
グロス

重量表示
単位 A B/G × ×

3 重量測定 単位 B × ×
単位 B 選択時
のみ表示

4
重量

累計値
単位 A Σ

累計値
表示

×
加算機能選択時
のみ表示

個数はかり

1 個数測定 Pcs 〇 〇

2 個数累計値 Pcs Σ
累計値
表示

×
加算機能選択時
のみ表示

3 平均単重 単位 A Pcs × ×

4 重量測定 単位 A × ×

パーセント
はかり

1
パーセント

測定
% 〇 〇

2
パーセント

累計値
% Σ

累計値
表示

×
加算機能選択時

のみ表示

3 重量測定 単位 A × ×

係数はかり

1 係数測定 # 〇 〇

2 係数累計値 # Σ
累計値
表示

×
加算機能選択時

のみ表示

3 重量測定 単位 A × ×

比重はかり 1 比重測定 kg × ×
重量単位は kg

固定
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付録 3 仕様
■基本仕様

■共通仕様

機種名
ひょう量 最小表示

個数はかり
計数可能単重

パーセント
はかり

限界重量

計量皿寸法
(mm) 電源

(kg) (g) (kg) (g)

AZ-B6000 6 6000 0.001 1 0.001 kg 0.1 kg 200 × 250

単一
乾電池

4 本

AZ-B30K 30 30000 0.005 5 0.005 kg 0.5 kg 330 × 310
AZ-B60K 60 60000 0.01 10 0.01 kg 1 kg

380 × 530
AZ-B150K 150 - 0.02 - 0.02 kg 2 kg
AZ-B450K 450 - 0.1 - 0.1 kg 10 kg 550 × 700

重量測定方式 電気抵抗線式ロードセル
防爆構造 本質安全防爆構造 Ex ia  Ⅱ B T4 

型式検定合格番号  第 TC19402 号
はかり種類 重量はかり  /  個数はかり  /  パーセントはかり  /  係数はかり  / 

比重はかり（固体比重のみ）
各種機能 加算機能（加算累計・正味加算、プラス側加算・マイナス側加算）/ 

リミット機能（4 点設定 5 点判別、絶対値 / 偏差値判別）/ 
単位表示切換（単位 A,B を予め選択し測定モードの切換で使用）/ 
ISO/GLP/GMP 機能  /  風袋値記憶  /  プリセット風袋引き  /  風袋量出力  /   
単重値表示  /  グロス重量表示  /  オートバックライトオフ  /  使用地区設定

表示 バックライト付き液晶表示
セグメント：高さ 25 mm,  幅 12.5 mm, 3° 斜体  /  重量表示７桁  /   
各種メッセージ表示７桁  /  バーグラフ表示 20 段階

ゼロ調整・風袋引き ゼロ調整：［Zero］キーによるゼロ調整（安定待ち有無は切換可能）
風袋引き：［Tare］キーによるワンタッチ実量風袋引き（安定待ち有無は
切換可能）/  プリセット風袋引き

ゼロトラッキング 設定により停止
過負荷表示 ひょう量 +9 デジット超過時に「o-Err」を表示
出力 IR 通信

対応データロガー：DLZ-200（新光電子製）
スパン調整 外部分銅によるスパン調整（使用分銅はひょう量の 50% 以上）
電源 電池駆動

  単一アルカリ乾電池（LR20×4 本）    または
  単一マンガン乾電池（黒）（R20PU×4 本）

本体重量 表示部：約 1.7kg  （電池を除く）
計量部（表示部以外）：
AZ-B6000：約 4.5 kg 
AZ-B30K  ：約 7.5 kg 
AZ-B60K/150K：約 14.5 kg
AZ-B450K：約 43 kg 

使用温湿度 温度：+5 ～ +35 ℃  湿度：80%rh 以下（ただし結露なきこと）
駆動時間 約 1,000 時間

（アルカリ乾電池使用、データ出力停止、バックライト消灯の場合）
オプション ステンレスアジャスタ

ステンレス台車（AZ-B450K のみ）
ポール（AZ-B450K のみ）
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■外形図

● AZ-B6000

● AZ-B30K
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● AZ-B60K / 150K

● AZ-B450K
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